
↑このような話をしましたが、これとは逆に、私たちは子どもを育てていく上で、
どうしても「～しなさい。」と言ってしまうことがあります。もちろん、朝、一定
の時刻になっても布団から出てこない子どもに「早く起きなさい！」と言うのは大
事なことです。その後に、言われた子どもが自ら「起きよう！」〈起こされる→自
分で起きる〉になっていくのでしょう。親とは『木の上に立って子どもを見る』と
書きますが、子育てを通して、子どもの自主性が育っていくサポートをすることは、
とても大切なことだと思います。そして、その声かけやアドバイスが、自分から「す
る！」「しよう！」に変化していき、それを繰り返して成長し、子どもたちは大人
になっていくのかなぁと考えています。学校では、【自己実現】につながる『学力』
〈自分の将来を自ら切り拓いていく力〉をつけることを大きな目標としています。
この機会にお子さんの自主性についても考えていただけると幸いです。

今回は、始業式で子どもたちに話をしたことを載せさせていただきます。

新年が始まり、今年の目標を立て、それを達成するために頑張っていこうと考
えたり、もう行動している人もいると思います。
私が、みんなに話したい一つ目のことは、この一年間、自分から「する」こと

を大切にしてほしいということです。
例えば、これからますます寒くなります。朝、温かい布団から出るのが嫌にな

ることは誰もが経験していることでしょう。一定の時刻になり目が覚めたら「布
団から出たくないなぁ･･･。」と思うことも多いでしょう。お家の人もあなたのこ
とを考えて「早く起きや！」と言われることもあるでしょう。しばらく布団の中
で、いや胸の中で『出る』『出ない』の葛藤があることも多いことでしょう。で
も、布団を出るときには、自分から｢起きよ！（出よ！）｣と決めて出てほしいの
です。
また、起きることだけでなく、毎日の中で、「授業を受けよう！」「宿題をしよ

う！」「お風呂に入ろう！」「◎◎時になったら、～～しよう！」とする自分で決
めること（自己決定）こそ、これから成長して行く中でとても大切なことだと思
います。先生からは「自分で決めて行動することの大切さ」を伝えますね。

「する」ことの大切さ
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新年、あけましておめでとうございます。
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子どもたちの成長を願って、

教育活動に努めて参ります。

本年もご支援ご協力をいただきますよう

よろしくお願いいたします。



昨日は寒い中、元気に子どもたちは登校してきました。自転車を走らせながら、登校する子どもたちに声を

かけると、すごく元気な声が返ってきて、初日からこちらも元気をもらいます。

〔チャンス・チャレンジ・チェンジ〕については、昨年度も掲載しましたが、私自身、時には１年生の教室に行っ

て、１年生のみんなから教えられることもあります。「１年生の教室に行く機会（チャンス）があって、行こうと実

行（チャレンジ）して、クラスの人から話を聞いて知ったり気づいたこと（チェンジ）があるんです。」

わたしたちは大小に関係なく、いろんな経験を積んでいます。学校では、友だちと一緒に授業を受けたり、給

食を食べたり、掃除をしたり、休み時間に遊んだりしています。何かを行う時は、

①必ずそれを行う場があります（ﾁｬﾝｽです）

②そして、ハードルの高さは別としてそれをやってみます（チャレンジです）

③そうすると何か自分に返ってくるものがあります（ﾁｪﾝｼﾞです）

そのことにチャレンジしてみると成功しても失敗しても自分に返ってくることがあることが多いです。それが

「学び」です。これを通して、「わかったこと」「知ったこと」「気づいたこと」が意識できて、自分のものになって

いき、自分が少しずつ良くなっていく。その営みを繰り返すことで、人は成長していくらしいです。たくさんの経験

があって知識や感覚が知らない間についてきます。それは小さい子どもからお年寄りまで無限にあります。

今年も〔チャンス・チャレンジ・チェンジ〕を通して、成長していく子どもたちを楽しみにしたいと思っています。

チャンス → チャレンジ → チェンジ
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１９９５年１月１７日の早朝５時４６分･･･。確か成人の日も含めた三連休だったように
記憶しています。全国の多くの方がまだ布団に入っていたことでしょう。
そんな時に起きた大地震･･･。
私たちが住んでいるこの橿原市も大きな揺れを観測しました。私は当時、新任から勤

めた学校で三年目を迎え、５年生を担任していました。当日、地震が起こった後に学校
に出勤し、クラスの子どもたちとテレビを通して見た被災地の様子は信じられない光景
が広がっていました。所々から火と煙が上がり、建物が倒壊、道路は寸断されていまし
た。平和な毎日を過ごしていた私たちには衝撃的な映像でした。そして、この大震災で
多くの方の尊い命が失われ、残されたご家族の方は、とてもつらい思いをされていること
でしょう。そして、何よりも、亡くなられた人はたいへん無念だったと思います。この阪神淡
路大震災から今年で３０年を迎えます･･･。
この話を昨日の始業式の二つ目の話として、子どもたちにさせていただきました。

「被害にあった人たちって、何か悪いことしたと思う？」ときいていたら、みんなはきっと首
を横に振っていたと思います。楽しいひとときが一転し、「小さい子から年配の方まで、た
くさんの方がお亡くなりになり、残された家族は、３０年経った今も、つらい思いをして過
ごしておられる･･･」ということも子どもたちに話しました。
〔人の痛みをわかる人になってほしい〕と私は思います。そして、家庭や学

校、地域での経験が、優しさや強さを持った子どもたちを育てていくことに
繋がることと、スポーツ大会後に実施する予定だった引き渡し訓練を含め、
お家の方の協力もいただきながら、将来起こりえるかもしれない大地震に
備えた自分の命を自分で守れる安全教育を引き続き行って参ります。

阪神淡路大地震から３０年･･･


